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1．は じめに

　現在 、 建設工 事 にお ける降下ばい じんの定量的な予測式はない 。 また 、 降下 ばい じんの 発生 ・拡散

に及 ぼす予測 に必要なパ ラメータは報告がなく、か つ 建設機械の種類及び稼働状況、粉 じん等の 性状

（粒径分布）、気象、地形の状況等が複雑 に影響 して い る と考 えられ る 。 この ため、全国の建設工事

現場におい て 工 種 ごと に行 っ た降下ばい じんの 調査結果 を基に降下 ばい じんの 予測式 を提案した。

2 ．予測式

　降下ばい じん の予測式 は、ガス状物質の 有風時の標

準的な大気拡散予測式で あるプル
ー

ム式 を基本に 、 拡

散減衰の実測デ
ー

タに基づき、降下ばい じんの降下量

が風 下距離の べ き乗 に比例 する （1）式を提案 した 。 こ

こ で 、 予測 の パ ラメ
ータは 、 前述の 予測式 に必要な複

数のパ ラメータを含有した降下 ばい じん の 発生、距離

減衰および風向 ・風速 とした 。

3 ．降下ばい じんの 調査事例 と解析

　硬岩掘削の 現場 におい て測定 された降下 ばい じんの事

例を図一 1 に示す。降下 ばい じん の 解析は、解析の対象

とするユ ニ ッ トが測定 した 1 日の 施工 範囲内を
一

様に動

くもの と考え、施工 範囲内で ユ ニ ッ トか ら発生す る粉じ

ん等が一様 に発生 して い る と想定した面発生源 とみ なし

て 行 う。 この ため 、調査地点 の 推定値の算定は、施工 範

囲を風 向ごとに細分割 し、分割され た小領域に面積 に応

じた発生量 を当て はめ風向の 出現割合を乗じ、距離減衰

を加味 して調査地点の 濃度を算出し合成する こ とで行う 。

これ よ り、 降下 ばい じんの距離減衰 を表す係数 c は、主

風向が卓越 して い る現場の 距離減衰傾向がみ られる測定

値 を墓 に 、 測定値 と推計値の差の 二 乗和が 最小 となるよ

うに求めた。また 、単位ユ ニ ッ トの 1 日当た りの降下ば

い じん量 を表す係数 a は、先に設定 した降下ばい じんの

距離減衰を表す係数 c を用い て 、工 種別に複数の 実測現

場の測定値を基に 、 測定値と推定値 の差の 二 乗和が最小

とな るように求めた。この手法を用 いて設定 した硬岩掘

削の解析結果 の事例を図
一 2 、図

一 3 に示す 。

4 ．おわ りに

今回提案した予測式は 、 い くつ かの課題は残すもの の実

効が期待で きる と考え られる 。 今後 も現場で の実測 を通

じた知見を集め、予測式等に フ ィ
ー ドバ ッ クしなが ら、

地域特性 に合 っ た予測がで きるよ う予測精度の 向上 を図

っ て い きたい 。
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（x）： （x）地点の 地上 L5m に おける 降下ば い じん

　　　 量（t／km：／副
a ： 1 ユ ニ ッ トの 1 日当た りの 降下ぱい じんの 量

　 　 を表す 係数
v ：平均風速 （m／s）
b ：風速の 影響 を表す係数（b；1）
c ：降下ば い じ ん の 距離減衰を表す係数
x ：風向 に沿 っ た 風下距離（m）
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図一 2　推定値と実測値の関係
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図
一 3　降下ばい じんの 距離減蓑図
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